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ホピの銀細工と知的財産問題

伊藤敦規※

1.は じめに

　近年 マス メデ ィアを通 して、食品加工会社 によ る食材 や生産地 の偽装 、欧米や

日本企業 の ブラン ド商 品な どが不正 に コピー され て販売 されて い る問題 を しば し

ば耳 に します。 この ような、故意 に商 品の成分 を偽 った り生産 者や ブラン ド名 を
かた

騙 った りす る ことで消費者 を欺 く行為 は、先住 民 アー トの分 野 において も無縁 と

はいえ ませ ん。本稿 の 日的は、 アメ リカ合衆 国(以 下、米 国 と略称)南 西部の先

住 民 ホ ピ(Hopi)が 制 作 す る銀細 工 の模倣 品や偽 装 品 を紹 介 す る とともに、偽

装 品販売 に対 す る米国先住民 自身の対応 を紹介 す るこ とにあ ります。

2.先 住民ホ ピ

　米国南西部 の ア リゾナ州 に は、世界遺産 グラン ドキ ャニオ ンをは じめ とす る自

然観光資源 が多数存在 してい ます。 また、 レジ ャー施設 が充 実 して い る温 暖な南

部 は、冬場 の米国有数 な避寒地 として知 られて います。 ア リゾナ州 は米 国内外か

ら多 くの人 々 を呼び寄せ る魅 力的 な地域 であ るばか りか 、カ リフォルニア、オ ク

ラホマに続 き米 国で3番 目に先住 民人 口が多 い州 として も知 られ てい ます[阿 部

2005:34]o

※いとう　 あつの り

札幌市出身。国立民族学

博物館文化資源研究セン

ター助教。専門は社会人

類学、アメリカ先住民研

究。アリゾナ州やニュー

メキシコ州の先住民 と共

に、博物館資料やアー ト

商品などについて、知的

財産権の側面から協働管

理の実践的研究 を行って

いる。論文に 「博物館標

本資料の情報 と知識の協

働管理に向けて」『国 立

民族学博物館研究報告』

35巻3号(2011年)、 「協

働作品 としての 『ホ ピ・

ズニ作家展』」岸上伸啓

(編)『 北アメリカ先住民

の社会経済開発』(み ん

ぱく実践人類学シ リーズ

4巻)(2008年)な どが

ある。

図2　 ホ ピ保 留 地 の 風 景(The　 Hopi　 Tribe　 License　 No.10-006)図1　 アリゾナ州の先住民保留地

　2000年 に行 われ た国勢調 査 に よれ ば、 ア リゾナ州 に は21の 個別 の先 住 民族

集 団(ト ライ ブ)が 一一定範 囲の 自治 を行 うこ とがで き る保 留地 を有 して お り、そ

の合計面 積 は州 の1/4以 上 とな ります。 また、州 内の先住 民人 口は合 計約25万



III法 律 ・作家 ・マーケ ットー 先住民族アー トの現在

人 といわれてい ます1)(図1)。 さて、本稿 で主 として と りあげ るホ ピ とは、 ホ ピ

語 で 「平 和 の民」 を意 味 します。人 口は約1万1,000人 で、 その うち約9,000

人が ア リゾナ州北東部 のホ ピ保 留地 内に暮 らしてい ます。標高1,600か ら2,000

メー トル とい う高地 に位 置す る保 留地 の面積 は約244万 工 一カー(埼 玉県 と群

馬 県 の合 計面 積 に相 当)で 、年 間 降雨量 は300ミ リメー トル未 満 です。 ホ ピ保

留地 は、 ほ とん ど雨 の降 る ことのない、岩 が ゴロ ゴロす る乾燥 した荒野 なのです

(図2)。 こう した厳 しい 自然環境 に もかか わ らず、 ホ ピの人々 は現在 で もクラン

(親族 集団)が 管理 す る土地 で トウモ ロ コシな どの農作物 を栽培 して いて、雨乞

い に関連す る複雑 な神 話 を伝承 し、様 々な儀 礼 を行 ってい ます。

　 ホピは、儀礼 や言語や親族組織 といった民族 集団 に とって重要 な文化的要素 を

比較 的根強 く保 ち続 けて きた人々です。 とはい え、 キ リス ト教 への改宗や寄宿学

校へ の強制入学 といった19世 紀後半か らの 「強制 同化政策 」 をはじめ、20世 紀

前半か らの 「イ ンディア ンのた めのニ ューデ ィー ル政策 」 と呼 ばれ る自治推奨政

策、第二次世 界大戦後 の 「連 邦管理終結政 策」 といった米国政府主導 の政策 方針

が変化 しやす い 「対 イ ンデ ィアン政策 」 を経 るこ とで、他 の米国先住民 と同様 に

伝統 的な生活様式 の一部 が否応 な く変 容 して い きま した。 また、近代 的な生活様

式 が保 留地 内に徐 々に普 及 して いったた め、結果 として西欧型 の貨 幣経 済 シス テ

ムが浸透 して ゆき、今 日の 日常生活 を営むた めには現金収 入が必要です。

　 しか しなが ら、現在 で もホ ピ保 留地 内には安定 した収入 を保証 す る雇用機会が

ほ とん どあ りませ ん。 その稀 な機 会の一つが ホ ピ ・トライブ政府 関連機 関で の就

労です。 ホ ピ ・トライ ブ政府 とは、米国政府 によって州政府 とほぼ 同等 の権 限を

保 障 された、保 留地 内で の司法 ・立 法 ・行政 を司 るホ ピの 自治政 府 の こ とで す。

この政府機 関 は警察、消 防、刑務 、 医療 、公 教育機関、道 路工事 な どの一 時的 な

公共 事業 な ど も管 理 して い るた め、総 勢数 百人 程度 の雇 用機 会 を生 み出 して い

ます。政府機 関で の就労 以外で保留地 内 にお いて 固定給 を得 られ る機会 は、米国

郵便局 の地 方営業所、村 落や個人 が経 営す る食料 品店 や飲 食店、 アー ト ・ギ ャラ

リーな どで仕事 を得 るこ とです。 ただ し、 どれ も経営規模 は小 さ く、最 も大 きな

食料 品店で も従 業員 は10名 程 しか い ませ ん。 その ため、保 留地 に暮 らす成 人男

女 のほ とん どは 「失業状 態」 にあ る とい えます。職 を求めて ア リゾナ州内の都 市

部 に移住 す る者 や、毎 日数 時間 か けて100キ ロメー トル 以上離 れ た近 郊都 市へ

自動車通 勤す る者 もい ますが、多 くの保 留地 内居住者 は現 金 を獲得 す る手段 とし

て アー ト制 作 とその販売 を頼 りに してい ます。

1)

ア リ ゾ ナ 州 に 保 留 地 を 有

す る21の ト ラ イ ブ の 内

訳 は 以 下 の よ う に な っ て

い ま す 。Ak-Chin　 Indian

Community,　 Yavapai-

Apache　 Nation,　 Navajo

Nation,　 Cocopah

Indian　 Reservation,

Colorado　 River

Indian　 Tribes,　 White

Mountain　 Apache

Tribe,　 Fort　 McDowell

Yavapai　 Nation,　 Fort

Mojave　 Indian　 Tribe,

Gila　 River　 Indian

Community,　 Havasupai

Indian　 Reservation,

Hopi　 Tribe,　 Hualapai

Tribe,　 Kaibab-Pauite

Tribe,　 Pascua　 Yaqui

Tribe,　 Salt　 River

Pima-Markopa　 Indian

Community,　 San　 Carlos

Apache　 REServation,

Tohono　 O'odham

Nation,　 Tonto　 Apache

Tribe,　 Yavapai-Prescott

Indian　 Tribe,　 Fort

Yuma-Quechan　 Tribe,

San　 Juan　 Southern

Paiute　 Tribe　 [http://

edrp.arid.arizona.edu/

tribes.html]
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図3　 ホ ピのアー ト(ニ ール ・デ ィビッ ド・シニア作)　 　 図4　 ホピの銀細工(ア ーサー ・ロマイ ェステ ワ作)

　 ホ ピはアー ト制作 に優れ た才能 を発揮 してい ます。 そのジ ャンル は多様 で、例

えば乾燥 した大地 に雨 と生命 力 を もた らすカチ ーナ(Kachﾍna)と 呼 ばれ る超 自

然的存在(神 や精霊)を モチー フ とした木彫 人形 、保留地近 郊で採取 した粘土や

粕薬 を使用 した土器や 陶器 、草木染 め した植物 の葉 を編 んだか ご細工 、同 じ く草

木染 め した羊毛や木綿 の織物 や キル トといった テキス タイル、平面絵画 、 そ して

本稿 で主 として取 りあげ る銀細工 な どが あ ります(図3、4)。 アーテ ィス トは自

ら手 が けた作 品 を儀礼 時や親族 の祝 事 な どに贈与 した り交換 した りも しますが、

大部分 は保 留地 内外 のギ ャラ リー に卸 した り、米国南西部 各地で開催 され る先住

民 アー トシ ョーで直接 コレクター に小売 り販 売す るか、保 留地や アー トシ ョーを

定期 的 に訪 れ るバ イヤー に卸売 り販 売す るこ とに よって現金 を得 て います2)。 ホ

ピのアー トは安価 な観光 みや げ とい うよ りも、米 国内ばか りか ヨー ロッパや アジ

ア諸 国の コレクターを魅 了す る、需要 も単価 も高 い 「ブラン ド商 品」 として売買

されてい るのです。

3.ホ ピの銀細工

　米 国南西部 の先住 民で銀細工制作 を行 うのはホ ピだ けで はあ りません。 その他

に もズ ニ(Zuni)、 サ ン ト ・ドミン ゴ(Santo　 Domingo)、 ナ ヴ ァホ(Navajo)

な どが知 られ てい ます。 それ ぞれの民族集 団は独特 で特徴 的な制 作技法 を得意 と

して いて、制作技法、使用 す る素材 、図案 の組み合 わせ に よって、ズニ様式や ナ ヴァ

ホ様 式 といった よ うに民族集 団それぞれ の名前 を冠 した トライ ブ様 式 に細分化 さ

れ る ことが あ ります。 そ して、 これ ら諸民族集 団の銀細工 はイ ンディア ン ・ジ ュ

エ リー とい う総称 で呼 ばれて い ます。

　 ホ ピ様式 に特徴 的 な制 作技法 は、重 ね合 わせ技 法(overlay)で す。 この技 法

は大別 す る と10の 工程 か らな ります が、本稿 で は詳述 はせ ず簡単 な紹介 に とど

め ます。 まず平 た い2枚 の銀 板 を用意 します。 そ の1枚 の表 面 に釘 な どで 図案
　 　 　 　 　 いとのこ

を起 こ し、糸鋸 で描写部分 を切 り抜 きます。透 か し状 になった銀板 を もう1枚 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぎんろう

銀板 に重ね、2枚 の銀板 をバー ナーで溶か した銀鍼 で溶接 します。冷却後 、凹面

2)

ホ ピ保留地内における経

済活動の拠点となるのが

ギ ャラ リーです。2011

年ll月 現 在、保留地内

では20軒 が 営業 してい

ます。アーティス トが作

品を持参すると、仕入れ

担当者が作品の完成度や

品質やアー トショーでの

受賞歴などを基準 として

買い取 り価格を提案しま

す。ホピ保留地内のギャ

ラリーで売買されるアー

トの小売価格の相場 は、

数千円から100万 円を超

えるものまで幅があ りま

すが、平均すると数万円

といったところです。な

お、1999年 当時 のホ ピ

のアー トの年間売上高は

7,631,667米 ドル(約9

億1,580万 円、1米 ドル

≒120円)と 見積 もら

れていました[RHODES

1999]o
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　 たがね

に塾 や釘、金 属用 カ ッターな どで細か な線 を刻 み(テ クスチ ャー加工)、 そ こに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　め
硫酸 な どの化学薬 品で硫化 させ黒色化 させ ます。最後 に肌理の異 な る数種類 の研

磨剤 を取 り付 けた機械 で凸面の黒色化 した部分 を磨 きあ げ、煮沸 したア ンモニ ア

に浸 して汚 れ を落 とす と、白 と黒 の コン トラス トが鮮 やかな作品が完成 します[伊

藤 ・鈴木2012]。

　 ホ ピの銀 細工の もう一 つの特徴 は、 かわ い らしい図案 です。熊や太 陽、 トウモ

ロ コシ とい った ク ランのシ ンボルや保 留地近郊 に生 息す る動植物 をは じめ、 プエ

ブロ(Pueblo)と 呼ばれ る住居、カチ ーナな ど 「ホ ピ らしさ」 を表象 す るモチ ー

フが選 ばれ る ことが多 く、 キヴ ァ(kル ∂)と 呼 ばれ る地下 の宗教施設 に描 かれた

壁画や、保 留地 内の遺跡 に描かれ た大 昔の岩絵か ら出土 した土器 に描 かれていた

幾何学模様 や動物の描写 な ども用 い られ るこ とが あ ります3)。

　 さらに、イ ンデ ィア ン・ジ ュエ リー全般 の特徴 として忘れ てはな らないのが ホー

ルマ ー ク(hallmark)で す。 ホール マー ク とは、主 に作 品 の裏 面 に刻 印 され る

5mm四 方程度 の作者 のサイ ンの こ とです。 これ は塾 に似 た金属製 の棒 の先 端 に

施 され ていて、作家 はそれ を銀板 に打ち込み ます。使用 中の疲弊や損 失のた めに

新 たな図案 の ホー ルマー クに切 り替 えた り、亡 くなった親族か ら相続 して使 用す

る者 も稀 に存在 しますが、通常、特別 な理 由が ない限 り、一人 につ き一 つのマー

クを所有 し使用 して い ます。 これ までにホー ルマー クのデ ータベ ースは研 究者 に

よって ま とめ られて いて[WRIGHT　 2000;SCHAAF　 2003;WRIGHT　 2003]、

コレクターやバイヤ ーは作 品 に刻 印 されたマ ー クか ら制 作者 を推定 す るための参

考書 として活用 して い ます。

　 最後 に、ホ ピの銀細工 の歴史 につ いて簡 単 に振 り返 ってみ ま しょう。 貝殻や山

サ ンゴな どを素材 とした装 身具 は古 い遺 跡か らも出十 して いますが、金属 を加工

す る技術 自体 は、 スペイ ン人か らナヴ ァホへ、 ナヴ ァホか らズニへ、 そ してズニ

か らホ ピへ と伝 わ りま した。 ホ ピに伝 わ った19世 紀末 頃 には、金 属製 の馬具 を

作 った り、鋳 型 で作 る簡 素 な銀 細工 を作 った りして いた よ うです。20世 紀初 頭

のサ ンタフェ鉄道 の開通 や、 グラン ドキ ャニオ ンの展望 台の創業 に伴 い、観 光客

が増加 し観 光客用 の土産 品の需要 も高 ま りま した。 ホ ピの人々の問 に銀細 工制作

が広 まったの もこの時期 ですが、 同時期 に重ね合 わせ技法 や ホ ピらしいデザイ ン

が用 い られ たわ けで はあ りませ ん。 ここでは詳 述 を避 け ますが、重ね合 わせ技 法

の創 出案 はすでに1930年 代 以降の 「イ ンデ ィア ンのた めのニ ューデ ィール政策」

期 に興 って いて、第二次世界大戦後 に復員軍人援護 法の下 でホ ピ保 留地 内に設置

された職業訓練銀細 工教室 とその後 身 となったギル ドを舞 台 と してホ ピの銀細工

師 に広 まった ので す[WRIGHT　 2003]。 その後1960年 代 か ら現在 にいた る ま

で、ホ ピ様式 に こだわ る ことな くナ ヴァホ様式や ズニ様 式 を併用 して作品 を制作

3)

さ らに近年では、イルカ

や鯨 とい った海 洋生物

や、象やパ ンダといった

アメ リカ大陸に生息しな

い動物 も図案 として使

用 され る ことがあ りま

す。 こうした図案の多様

化は、作家個人の発意だ

けではな く、外国人バイ

ヤーの影響 も考えられま

す[伊 藤2007c]。
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す るホ ピの作家 が登場 した り、 ホ ピ保 留地 内の一・定の場所 か ら採 掘 され る火山岩
　 いがた

を鋳型 として利用 す る トゥフ ァ ・キ ャス ト(tufa　 cast)と い う古 い制作技 法 を再

興す る作家 も少数 なが ら現 れて い ます。 また、銀 だ けで な く、14金 や トル コ石 、

珊瑚、 ラピス ・ラズ リ、象牙 とい った稀少石 ・稀少金属 を施 した宝飾 品を手が け

る作家 も登場 して います[伊 藤2007a]。

4.ホ ピの銀細 工の 「模倣」 と 「偽 装」

　 ホ ピ独特 の様 式 に よって作 り出 され る銀 細工 は約半世 紀 の歴 史 しか持た ない、

比較 的新 しい文化 といえ ます。 とはいえホ ピの銀細工 は、米国南西部 やホ ピ保留

地 を訪 れ る観光客 に とっての十産 物 として消費 され るばか りか、米 国内外の コレ

クターや バイヤーが まるで宝探 しで もす るか の ように、供 給量 の限 られた作品 を

ギ ャラ リーや アー トシ ョー会場 にてホールマ ー クを確認 しなが ら買 いあ さってい

る状況 にあ ります[伊 藤2007b]。 この よ うに商業的価値 を抱 え、 それ ゆえ需要

の高 いホ ピ製の銀細工 は、しば しば模倣 や偽装 の対象 とな ります。 それ らは、「ホ

ピ風(Hopi　 type)」 や 「ホ ピ ・ス タイ ル(Hopi　 style)」 として作 品の表 面 的特

徴 を模倣 して製造 された もの もあ り、特 定 の民族集 団名や作家名 を故意 に偽 った

商 品(偽 装品)と して販売 され る場 合 もあ ります。以下で は、 そ うした模倣や偽

装 の事例 をい くつ か提 示 してみ ます。

①原版を用いた 「複製」と父子間の原版の相続

図6　 ビクター ・クチュワイテ ワ作図5　 原版

　ホ ピの銀細工 師の中 には、すべ て フ リーハ ン ドでデザイ ンを起 こす者 もいれ ば、

デザイ ンを繰 り返 し起 こす ための原版(プ レー ト)を 使用 す る者 もいます。 デザ

イ ン部 を切 り抜 いた原版 を釘 な どでな ぞ ると、同寸 ・同デザイ ンの図案が複製 さ

れ ます。 これ も一・つの模倣 といえ ます。

例 え ば図5は 、 ア リゾナ州人 間州 宝 に認定 された ビク ター ・クチ ュワイテ ワ氏

(1922年 生 ～2011年 没)が 数十 年 前 に制 作 した3頭 の シカ と祈 りの羽 根が 描

か れた原版 です。 クチ ュワイテ ワ氏 は必 ず しも全て の作 品制作時 に原版 を使用 し
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ていたわ けで はあ りませ んが、生前 こ うした原版 を数十類所 有 してい ま した。図

6は2004年 に数 あ る原版 の中か ら一 つ選 んで制作 して もらった ブ レス レ ッ トで

す。彼 は2011年 に亡 くな りま したが、直前 の数 年間 は高齢 のた めに作 品制作 を

してい ませ んで した。 それで も、 自分 の原版 を息子 の リッキー ・クチ ュワイテ ワ

が使用 す る ことを認 めてい ま した。 亡 くなってか らは リッキーが原版 とビクター

の考案 した デザ イ ンを相続 しま した。

②親族間での教育目的の模倣

図8　 拡大図図7　 パ ッ ト・テ ワウィナ作(上)

　 　 　 ケ ヒン ・タカラ作(下)

　図7(上)は パ ッ ト ・テ ワウ ィナ氏作、 図7(下)は ケ ビン ・タカ ラ氏作 の ブ

レス レ ッ トです。両 作品の 中央部 には祈 りの羽根 を首か らぶ ら下 げた クマが描 か

れて いて、 その他 に も類似 す る図案 が ほぼ同 じ構 図で配 置 され てい ます(図8)。

筆者 はテワウ ィナ氏の作品 を入 手 した ときに、た また まタカ ラ氏の作 品を身 にっ

けて いま した。 そ こで、両作 品の類似性 の理 由 を尋ね てみ ま した。 テワ ウィナ氏

はその理 由を、 「タカ ラ氏 はオ リジ ナルの作 品 も作 るが、 その ブ レス レ ッ トにつ

いて は年長 のイ トコで あ る自分 の作品 を手本 として制作 したか ら」 と説 明 して く

れ ま した。二人 は雪 クラン とい う拡大 家族集 団に属 してお り、母方平行 イ トコ(母

の姉妹 の子 ども)の 関係 にあた ります。 ホ ピ社 会で はエ ゴ(自 分)が 男性 の場合 、

母の兄弟(母 方オ ジ)た ちが儀 礼 に関 す る知識や しつ けを厳 し く教育 す る忌避 的

存在で、比較 的近 い年齢 にあ るイ トコ同十 の場合 には生 活上の苦悩や相談 な どを

打 ち明 け る冗談 関係 もみ られ ます。 テ ワウィナ氏 はタカ ラ氏 よ りも銀細工制 作経

験が長 いため、 しば しば年下 のイ トコの タカ ラ氏か ら教 え を請 われ るこ とが ある

そ うで す。 テ ワウィナ氏 は タカ ラ氏 の作 品 につ いて 「ホ ピの間で は技術 の習得 の

た めの親族 間での 『模倣』 は しば しば行 われて いて、 それ は特定 の作家作 品の剰

窃(ひ ょうせ つ)あ るいは盗用 とはいわない」 とも説 明 して くれ ま した。後 日タ

カ ラ氏 に年 長イ トコのテ ワウィナ氏 の作 品 を見せ て両 作品の類似性 について聞 い

た ところ、前述 した テワウ ィナ氏 とほぼ同様 の回答が得 られ ました。
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③非親族による図案の剰窃

図9　 図案の剰窃

　 これ までみて きた二つ の事例 が父子や イ トコ間 とい う親族 に相当 す る二者 間で

合意が得 られ た模倣 で あったのに対 して、次 に挙 げるのはホ ピの作家 に よる無許

可での 図案 の剰窃 の事例 です。図9(右)は ルー ベ ン ・ス フキー氏 が2005年 に

制作 したボ ロタイで、筆者が ホ ピ保 留地 内の ギ ャラ リーで購入 しま した。このギ ャ

ラリーは上質の在庫商 品のい くつか をホー ムペ ージ上 に掲載 し販売 す る ことでバ

イヤーの間 に知 られ てい ます。 同作 品 もウェブ上 に掲載 されて お り、筆者が購入

した後 も 「Sold」 のマー クが追加 された もの の、 しば ら くの期 間画像 が削除 され

る こ とはあ りませ んで した。 図9(左)は そのボ ロタイ購入後 、半年程 経 った頃

にebay(米 国 で最 も利用 者 の多 いイ ン ターネ ッ ト ・オー クシ ョン ・サ イ トの ひ

とつ)に 出品 されて いたペ ンダ ン トで す。 ペ ンダン トの説 明文 に記 された作家名

はルーベ ンで はな く、別 のホ ピの男性銀 細工 師A氏 となってい ま した。加 えて、

A氏 の顔写真 とA氏 のホールマー ク画像 も掲載 されて い ま した。なお、オー クシ ョ

ンの出品者 はA氏 本 人で は な く、 非 ホ ピが 営 むホ ピ保 留地近 郊都 市 のイ ンデ ィ

アン ・ジュエ リーの小売販売店 で した。 この販売店 は しば しばA氏 の作 品をホー

ムペー ジに掲載 してい ますが、過 去 に他 店 のホームペ ージに掲載 されて いた特定

のホ ピ作家 の作風 や図案 に酷似 してい る別 の作家 の作品が販売 され る ことが しば

しば あ りま した。

　 ここに挙 げた2点 は、ボ ロタイ とペ ンダ ン トとい うように形 状 もサ イズ も異な

ります。 しか し、両者 に描かれ た ワシの部分 は構 図や図案 の細 かな点 まで極 めて

似 て います。A氏 のペ ンダン トが ホー ムペ ージに掲載 され たス フキー氏 の作 品画

像 をコ ピー した ものか否か の確 証 はないので すが、少 な くともス フキー氏 は 「A

氏か掲載 した販売店 に 自分の ボロタイ作 品が不正 に コピー された」と語 りま した。

ス フキー氏 とA氏 は居住 村落 が 異 な るた め 日常 的 な交流 はな く、 また父 系母 系

双方 において クランも異 なるため親族 にはあた りませ ん。 ス フキー氏 は 「自分 が

考 案 した図案や その組み合 わせ が他 の ホピの銀細工 師 に模倣 され る ことは、 自分

が一人前 のデザ イナー として認 め られた ことを意 味す るあ る種 の名誉だ」 と述 べ

た一方 で、 「い くら同 じホ ピ とはいえ考案者 の許可無 く不正 に コピー す るこ とは
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作家 として恥 ずべ き行為で す。 ま して我 々の銀細 工 を転売 す るこ とで収入 を得 て

いる販売店 が も し関与 してい るな らば、法 的手段 を用 いた解決 も辞 さない」 と激

し く非難 しま した。

④制作技法と特定作家作品の模倣

図11　 書籍 からの コピー図10ebayに 出品 されていた作品

図13　 技法の偽装図12　 書籍 からの コピー

　 これ まで みて きた3つ の事例 は、 ホ ピの銀細工 師の関与が明 らか な 「複製 」お

よび許可 ・無許可 の 「模倣」行為 で しが、 これか らは非 ホ ピに よる模倣事例 をい

くつ か紹 介 します。 図10の4点 は全 て筆者 がebayに 掲載 され た ものを落札 し

ま した。4つ それ ぞれ出品者 は異な るのですが、 オー クシ ョンの商品説明文 には

どれ も制作者 の個人 名が記 され ていて、ホ ピ製 も明記 され てい ま した。図10(左)

を除 く作品 にはホール マー クが刻印 され てい ま したが、 いずれ も過去 に出版 され

た ホール マー ク集 には掲 載 され てい ない もので した。図10(上)と 図10(右)

は デザ イ ン部 分 が左 右対 称 で すが、 図10(下)と 図10(左)は 図案 と構 図 と

もに類 似性 が み られ ます。実 は これ らの原 作 で あ る と思 わ れ る作 品が、 過去 に

出版 され たホ ピの銀 細工 の写 真作 品集 に掲載 され て いたので す(図ll、 図12)

[BASSMAN　 l993:1;WRIGHT　 l998[1972,2003】:top]。 図10(上)の 円

形 の ペ ンダ ン トは ロイ ・タラバ フテ ワ氏の書籍 掲載 作品 の写真(図ll)を 模 し

て手作 業で 図案 を起 こした もの と考 え られ ます。対 して 図10(右)な らびに羽

根の生 えた天空神 を象 った グ レン ・ルーカ ス氏 の作 品2点 は、作 品写真 を トレー

ス もし くは コピー機 で複 写 した ものか ら図案 を起 こ した もの と推定 され ます。

　 またその場 合の制作技法 はすべて手作業 で はな く、 レーザー カ ッ トした銀板 を

重ね合 わせ た り、鋳造技法 で製造 した ものだ と推測 され ます。工程 の判断 の根拠



ホピの銀細工と知的財産問題　伊藤敦規

は、通常手作業で曲線部分を糸鋸で切 り抜 く時に現れる微妙な凹凸が一切無 く

非常に鋭利なことです。また、図10(左)に 関 しては天空神 の目の部分 にカッ

トした銀板を溶接する場合には現れるはずのない繋ぎ目が確認できること(図

13)、 さらに作品の下部の銀板の厚みを測定 した時に不統一・の数値結果が表れた

ことです。書籍に掲載される有名作家の作品の図案を剰窃した事例、そして制作

技法を偽ることでホピ様式に特徴的な重ね合わせ技法であることを騙る事例 とい

えます。

⑤販売店が製造する模倣品 ・偽装品

図15　 日本製 の「オリジナル」「ホ ピ製 ジュエ リー」図14

　 図14(上)は 日本 のイ ンデ ィア ン ・ジ ュエ リー販 売店A社 製 のベ ル トバ ック

ルです。素材 は銀で はな くニ ッケル合金 で、技法 は重 ね合 わせ技法 で はな く鋳造

製 であ る とい う説 明が明記 され て販 売 されて い ま した。A社 は この商品 を 自社 の

「ホ ピ・ス タイル」のオ リジナル ・ブ ラン ドとして販売 してい ます。原産 国表示(日

本 製)と 素材表示(ニ ッケル合金)が しっか りされてい る ものの、 このバ ックル

に使用 されて い るワシの図案 は図14(下)の ホピのバ ナー ド ・ダ ワホヤ氏が娘

婿 の ア ンダー ソン ・コイ ンバ 氏 に相続 させ た デザ イ ン図14(中)に 酷似 してい

ます。

　A社 に限 らず 自社 のオ リジナル商 品 として売 り出す販売店 の中 には、重 ね合 わ

せ 技法 を用 いた手作業 で制作 した もの も含 まれ る場 合 もあ ります。 クモが描か れ

た図15は 日本 の販 売店 の経 営者が店舗 内の工房 スペース にて手作業 で制作 した

銀製 のペ ンダ ン トで す。 この経 営者 は、 「従 来 イ ンデ ィア ンに著 作権 とい う考 え

は存在 しなかった」 とい う独 自の論 理 を展開 し、裏面 にホールマー ク こそ刻 印 し

ない ものの、 自身が制作 した作 品 を自社製 のオ リジナ ル 「ホ ピ製ジ ュエ リー」 と

して数年 間にわた って制作 ・販売 し続 けて い る。 この経営者 が言 うところの 「ホ

ピ製」 とは、重ね合 わせ技法 と 「ホピ らしいモチー フ」 の組 み合わせ の ことを指

してい ます。 また 同氏 は この作 品だ けで はな く、書籍等 に掲載 されて い るホ ピの

特定作家作 品の図案 を流用 して 自分 で作 った作 品を、「ホ ピ作家Z氏 作 」、「ホ ピ製」

として販 売す る こともあ ります。 ここまでい くと 「先住民 の知的財産問題」 とし
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てで はな く、一般 的 な知 的財産権 侵害(不 正競 争防止法違反)の 事例 とい うこと

がで きそ うです。

⑥作家名を騙る偽装品

図18図17図16

　次 は特 定 の作家名 を故意 に騙 る偽装 事例 の紹介 です。 図16(左)と(中)の

二点 は 日本 国 内の販 売店(B社 、C社)が 販売 して いた もので、 図16(左)の

裏面 にはB社 の商標 が刻 印 されて い ま した(本 稿 で はB社 の 匿名性 を保 つ た め

に図16(左)に 付 されて いるB社 の商標 に加工 を施 してい ます)。 この商品 につ

いてB社 の販売責任 者 は、以下 の よ うな説 明 を 口頭 で行 い ま した。 「重 ね合 わせ

技法 が特徴 的 なホ ピ製 の 『ホンモ ノ』 の商品 は、単価 が高 く消費者 がなか なか購

入 しませ ん。 自社 はメキ シコ国 内に鋳造 専門 の工場 をもって い るので、 そ こに図

案 を送 り、後 日完成 した作品 を 日本 に逆輸入 して販 売 して い ます。 自社で は外見

上重 ね合わせ技法 にみ える作 品であれ ば 『ホ ピ製 』 として販売 してい ます。 お客

様 に とって も手頃 な価 格で購入 で きるので売れ行 きも伸 びて います」。B社 が行 っ

てい るよ うな国外工 場での大量生産 は特 段稀 な例 で はな く、近年 で はメキシ コ製、

タイ製、 フィ リピン製、 日本製 の 「ホ ピ風 」ジ ュエ リーが米 国や 日本 な どの市場

で販売 され てい ます(図17)。

　 図16(中)の 裏面 にはホ ピの銀細 工師 ウィ リー ・タラバ フテワ氏 のホールマー

クに酷似 したス タ ンプが刻印 され てい るた め、制作技法 と図案 に加 え裏面 の ホー

ルマー クの 図案 も剰窃 された事例 の一・つ とい うこ とがで きます。 模倣 の対 象 に

なってい るタラバ フテ ワ氏 に図16(左)と(中)を 確認 して もらった ところ、「お

そ ら く数年 前 に(保 留地 近郊の)ギ ャラ リー に卸 した作 品が コピー されたのだ ろ

う。 ち ょうどそれ らの原 作 となったペ ンダン トを今 もって い る。 これ は作家本人

が持 ってい るのだか らホ ンモ ノの作 品 です よ」 といって図16(右)を 見せ て く

れ ま した。 もちろん この作品 には彼 のホール マー クが刻 印 されて いて、図16(中)

のマー ク とはサイズ も図柄 も多少異 な るこ とが判 明 しま した。筆者 はホールマー

ク自体が偽装 された事例 につ いて は、 ホ ピの作 家た ちか ら噂 としてた びたび耳 に

して きた ものの、具体例 として は ここに挙 げた例 しか知 りませ んで した。た だ、
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米 国や 日本 の彫金専 門の素材 販売 店や 大型 の雑貨 販 売店 の工 芸販売 コー ナーで

は、 しば しば既 製品 のホー ルマー クが販 売 され てい ます。 図18は 東京都 内の販

売店兼彫金用 素材販売店 で販 売 され ていた もので す。 ホ ピの一般的 なホールマー

クよ りも一回 りほ どサ イズが大 きいのですが、作品 のモチー フ として使用 され る

ホ ピが描 く雨雲 を想起 させ る図案 が施 されて い ます。

4)

この様な関係性 において

エスニック ・アー トが売

買されることは観光人類

学の分野で繰 り返 し述べ

られてきました。例えば

カナ ダ ・イ ヌイ ッ トの

アー トの歴史的な発展を

紹介 した齋藤玲子は、「買

い手 に とって重要な点

は、品物が 『イヌイ トら

しい』 ということで、ど

こで作 られたか というこ

とだけでな く、歴史を無

視 して 買い手が勝手 に

想像 す るところの 『本

物』 らしさが求められ」

た、 としています[齋 藤

1993:96]0

5.模 倣品や偽装 品販 売に対す る作家、 トライブ政府、州政府 、連邦政府の対応

　 これ まで紹介 した具体例 にみ られ る、 ホ ピ様式 や ホール マー ク とホ ピ製や ホ ピ

の特定作家製 であ る こととの関係性 は、次 の ように説 明で きます。 ホ ピ製で あ る

こ とはホ ピ様式 か ら隠喩的 に表 され るだ けで、 ホ ピ様 式 はホ ピ製 を確 証す る関係

にはあ りませ ん。つ ま り、意 味の搬送体 としてのホ ピ様式や ホールマー クは、ホ

ピ製や ホ ピの特定 作家製で あ る とい うメ ッセージ を表わす とい う、象徴 を搬送体

とメ ッセ ージ との関係 として捉 え る考 え方 で説 明す る ことが可能 です。観光 人類

学 の分野で は、 この様 な関係 に よるエ スニ ック ・アー トの売買 の解釈が行 われて

きま した。

　 しか し、これ まで紹介 した偽 装 の例 は、こう した関係性 の混乱 を示 して い ます。

例 えば、 ホールマー クは参照 可能 な書籍 として出版 され てい ますが、 それす らも

偽装 の対象 とな って い るため作家 を推定 す る目安 として しか機 能 しませ ん。 市場

に偽装 品が氾濫 す るのは、一・部の販売者 が搬送体(ホ ールマー クや ホ ピ様 式)と

メ ッセージ(ホ ピ製、特定作家製)の 関係 を混 同 させ る ことで、「ホ ピ らしい もの」

を欲 す る消費者 を満足 させ よう として いる行為 と解釈 で きます4)。

　 こうした偽 装品 の作 り手 ・売 り手 ・買 い手の論理 とは別 に、作品 を制作 し続 け

るこ とで 日々の生活 を営 む上で必要 にな る現金収入 を得 てい るホ ピの銀細 工師の

多 くは、非 ホ ピに よる模倣 品 ・偽装 品の製 造 と販売 を 自分 た ちの経済活動 を脅か

す存在 として捉 えてい ます。 ホ ピの銀 細 工 師た ち は、観 光客 の購 買対 象が 安価

な模倣 品 に移 り、専 門的知識 を有 す るバ イヤーや コレクターで さえ も図16(中)

で紹介 した よ うな偽造 ホール マー クが刻 印 され た作品 の真贋 判 断 は不 可能 で あ

り、 そのた めに本来彼 ら作家が得 るべ き経済的利益 が模倣 者や偽装者 に収奪 され

る、 と考 えてい るのです。 こうした認識 は、 ホ ピの親族 間で の図案や その原版や

合意 に基づ く模倣行為 に対す る寛容 な姿勢 とは明 らか に異 な ります。 ホ ピの作家

の 中には、事 の成 り行 きをただ ただ傍 観す るだけの者 もいますが、様 々な対応策

を講 じて現状 に向 き合 ってい る者 もい ます。

　 ホ ピの銀細工 師個 人 によ る対応策 には例 えば以下 の よ うな ものがあ ります。 ま

ず、 ホ ピ様式 の代 名詞で もあ る重 ね合わせ技法 に こだわ らず に、新 た な技法 を考

案 した り他 の技法 と組 み合 わせ た作品の制作 に努 め る こと、 また原版 を用 いず に
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全て フリーハ ン ドで図案 を起 こす こと、 そ して作品 に高額 の稀 少石 を付す ことで

鋳物 に よるコピー を防止 す る とい った対応 です。 これ らは、技法 や図案や素材 と

いった作 品の形 態上 に表現 され る 「一点 もの」 として の特徴 を、消費者や閲覧者

にア ピー ルす る方法 とい え ます。 こう した対応 は、1950年 代 以降 のホ ピへ の重

ね合 わせ技法 の普及 に対 す る、作家 の創作 的表現様 式 の現 れ として位置づ けるこ

ともで きるで しょう。次 に、主 に1990年 代 以 降の比較 的新 しい傾 向 として、作

品 と共 に提供 す る作家情報 の充実化が あ ります。具体 的にい うと、作 品の裏面 に

刻 印す るホール マー クの他 に、制作年 月 日や作家 の氏名 や著 作権 を表 す◎ マー ク

を刻 印す る といった こ とです[伊 藤2007a]。 さ らに作品 に作家 直筆 の真正性保

証書 を付属 して提供 した り、作品集や ポー トフォ リオを作成 して過去 の制作 作品

を管理 す る者 が現れ るようにな ってい ます。最後 に、 外部か ら訪れ る身元 の不明

なバ イヤー をは じめ保留地 内外の ギ ャラ リー にさえ も作 品提供 を止 め る作 家が少

数 なが らも存在 します。 これ は何 を意 味す るか とい う と、彼 らはアー トシ ョー会

場 での直接販 売 とオー ダー受注 のみ を行 う ことで、制作作 品 の流 通管理 を図 り、

「不正 コ ピー商 品」 の入 り込 む余地 を狭 め よ うとしてい るのです
。

　 ホ ピに よる対応 には、 これ ら個 々の作 家 による 自身の個 人的権利 を擁i護す る動

向の他 に、ホ ピ ・トライ ブ政 府主導 の もの もあ ります。例 えば、米 国連邦政 府が

定 めた国内法 への依拠や、ホ ピが集 団的 ・伝統 的に継承 して きた文化 や伝統 といっ

た集 団的権利 の側 面 を強調 す る対応です。

　 ホ ピ ・トライ ブ政 府 が依拠 す る連邦 法 とは、 「イ ンデ ィア ン美術 工 芸法1990

(Indian　Arts&Crafts　 Act　l　990、 以下IACAI990と 略称)」 の こ とです。1990

年 に制定 され1996年 に施行 され た同法 は、米 国内 にお いて米 国先住民製 の アー

トの制作者 に関す る不実表 示 を伴 う販売行為 を重罪 として取 り締 まるこ とを目的

としてい ます5)。IACA　 I　990の 条文で の米 国先住 民製 アー トの 「真作」基準 は、「『イ

ンデ ィア ン(Indian)』 また は、 『イ ンデ ィアン ・トライ ブ(Indian　 tribe)』、 も

し くは 『イ ンデ ィアン美術工 芸組織(Indian　 arts　and　crafts　organization)』 に

よって制作 された もの」と定 め られて います。条文 内でい う「イ ンデ ィァ ン」とは、

「『イ ンデ ィア ン・トライ ブ』の成 員で あ るあ らゆ る個人」の ことであ り
、「イ ンデ ィ

アン ・トライ ブ」 とは、連邦政 府 もし くは州政府 に よって米国先住民 として承 認

され た集 団の こ とで あ り、 その トライ ブ政 府 に登録 してい る者が制作 した作 品が

「真作 」 とみ なされ ます。 ホ ピの場合 にあて はめてみ る と、 「ホピ ・トライ ブ政府

が制定 した 『ホ ピ憲法』で定 めた ホ ピ成員規定 に適合 す る者 」以外が制作 した も

の は連 邦法上 「贋作 」 と判断 され るわ けです6)。

　 な お、IACA　 I　990制 定 と同年 の1990年 に は、 「米 国 先 住 民 遺物 保 護 返 還 法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ　グ　プ　ラ
(Native　 American　 Graves　 Protection　 and　 Repatriation　 Act、 以 下NAGPRA

5)

故 意 に違反 した者は 「初

犯の場合、個人であれば

25万 米 ドル以 下の罰金

か5年 以内の懲役、 もし

くはその両方が処 され、

複数人であれば100万 米

ドル以 下の罰金が処 され

る。再犯の場合、個人で

あれ ば100万 米 ドル以

下の罰金か15年 以 内の

懲役、もしくはその両方

が処され、複数人であれ

ば500万 米 ドル以 ドの罰

金」が刑事罰 として定め

られています[U.S.C.18,

11570

6)

「ホ ピ ・ ト ラ イ ブ 政 府 が

定 め て い る ホ ピ 成 員 規

定 」は1937年 制 定 の 『ホ

ピ憲 法(CONSTITUTION

AND　 BY-LAWS　 HOPI

TRIBE　 ARIZONA)』 の

第2条 「成 員 」 第1節

で 以 ドの よ う に定 め られ

て い ま す 。a)1936年1

月1日 の 時 点 で 「ホ ピ ・

ト ラ イ ブ 人 口 調 査 名 簿

(census　 roll　of　the　Hopi

Tribe)」 に 明 記 され て い

る 全 て の 者 。b)1936年

1月1日 以 降 に 出 生 した

全 て の 子供 で 、 両 親 と も

ホ ピ ・ トラ イ ブ の成 員 で

あ る者 。C)1936年1月

以 降 に 出 生 した 全 て の 子

供 で、 母 親 が ホ ピ ・ トラ

イ ブ の 成 員 で 、 父 親 は そ

の 他 の トラ イ ブ の 成 員 で

あ る 者。d)次 節 で 規 定

す る ホ ピ ・トラ イ ブへ 養

取 され た 全 て の 者 。
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7)

ホ ピの 作 家 の 多 くが 期 待

して い た 「効 果 的 」 な 対

策 の 一一一つ は、 トラ イ ブ 独

自 の 商 標 の 導 入 で した 。

近 年 ズ ニ ・ トラ イ ブ政 府

に よ っ て 現 実 化 さ れ た

"Zuni　 Ordinance　 No
.58

Certification　 of　Zuni-

made　 Arts　 and　 Crafts"

と名 付 け られ た 行 政 命 令

は 、 ズ ニ ・ トラ イ ブ 政 府

発 行 の 「トラ イ ブ 商 標 」

を 個 人 の ホ ー ル マ ー ク に

併 置 して 刻 印 す る こ と

を定 め て い ま す(た だ し

2011年12月 現 在 、 ま だ

実 施 され て い ませ ん)。

と略称)」 が連 邦議 会で可 決 され制 定 され ま した。 ホ ピ ・トライ ブ政府 はその動

きに合 わせ、NAGPRAの 下 で全 米各地 の博物 館や専 門機 関が収蔵 す る文化 的遺

物や遺骨 の返還業務 といった 「外交交渉」を行 う機関 として文化保存局(Cultural

Preservation　 Office、 以下CPOと 略称)を1989年 に設 立 しま した。 ホ ピの作

家の多数 は、確 か に博物館 な どに収 蔵 され た過 去の遺物 の返還 業務 の重要性 を認

めつつ も、現在 の 自分 た ちの生 活 に直結 す る現金 収入へ の脅 威 としての模倣 品 ・

偽装 品販売 の問題 をよ り身近 で重要 な案件 として捉 えて い ます。 その ためCPO

がIACA　 I　990を 担 当す る米 国政府機 関 との連 絡業務 を積極 的 に行 ってい くこ と

や、 トライ ブ政府 に よ るホ ピ ・アー トの商標 登録 化 と適切 な管 理業 務 な どを希

求 して き ま した。 実 際 にCPOが アー トの模倣 問題 に関 して行 って きた こ とは、

IACA　I　990の 条文や要 約 を記 したパ ンフレ ッ トを保留地 内の一一部 のギ ャラ リー に

配布 した こと、CPOの ホー ムペ ージや ホ ピ・トライ ブ政 府が発行 す る新聞 の紙 面、

そ してア リゾナ州各地 で開催 され る先 住民 アー トシ ョー会 場 な どを媒体 として、

「知的財産権 侵害 」や 「文 化へ の侵害行 為(cultural　 violation)」
、 フォー クロア

(folklore、 民 間伝承 の意)を もじった 「フェイ ク ・ロア(fake　 lore)」 とい った

言葉 を用 いて非ホ ピ成 員 の模倣者 に警鐘 を投 げか け るこ とで、 ホ ピ成員規定 に該

当す る者 の権利 の正 当性 を主張 した こ とで した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちゆうちよ

　 ホ ピの作家個 人の営利活動 につ いて政府 として主体 的に介 入す る こ とを躊 躇 し

たCPOの 対応 は[KUWANWISIWMA　 2001]、 多 くのホ ピ作 家が期待 してい た

よ うな市場管 理や商標登録 、 さ らに訴訟 を起 こ した場合 の原 告側へ の協 力 といっ

た積極 的 な働 きか けには応 じて お らず[TAKALA]、 偽 装 品製 造者 や消費者 に向

けた教 育活動 に限定 して い るのです。 そのためCPOは 現在 ホ ピの多 くの作 家か

らこの点において は消極 的な評価 を下 されて いて、模倣 品 ・偽装 品問題 に対す る

ホ ピ保 留地 内での具体 的な対応 策 は作家個 々の働 きか けが 目を引 く状 況 になって

い ます7)。

6.作 り手主体の対応策 の充 実化

　流通 シス テムや情報通信 が 日に 日に進 歩 して い く現在 において、モ ノ、人、商

品、情報 、 カネ な どが これ まで以上 の加速 度 を もって 口ま ぐるし く世 界 中を駆 け

め ぐるよ うにな ってい ます。本稿 で 扱 った ホ ピの銀 細 工 もこ う した グローバ リ
　 　 　 　 　 　 あお

ゼーションの煽 りを受け、ホピ保留地や米国南西部に留まらず日本を含めたより

広範な市場に迅速なスピー ドで流通するようになっています。こうした状況は商

品として作品を制作するホピの作家にとって販路の拡大と収入の増加という肯定

的展開の可能性を抱かせましたが、同時に彼らの独特の制作技法や民族集団名や

特定作家名を詐称する模倣品や偽装品の流通も促進させてしまいました。
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こう した市場経済 の加 速化や情報 の流通 に起 因す る先住 民 アー トの模倣 や偽装 に

関わ る問題 は、特段 ホ ピだ けにみ られ る問題 ではあ りません。本報 告書 の本篇や

資料 篇 に も記 されてい るよ うに、 オース トラ リアの アボ リジニや ニ ュー ジー ラン

ドのマ オ リ、 そ してカナ ダ ・イ ヌイ ッ トや北 欧のサー ミな どのアー ト問題 はすで

に日本語で も報告 されてい ます[齋 藤1993;葛 野1996;久 保2003]。 先住民 アー

トを対象 とした模倣 ・偽装行為 に特徴 的 なのは、著作権 をは じめ とす る近代法体

系 におけ る個人 的権 利が、第三者 によって侵 害 され経済 的利益 が収奪 され るこ と

に加 え、伝統 や文化 といった民族 集団 としての集 合 的権利 が、彼 らの知 り得 ない

ところで、 そ して彼 らの許可無 く 「正統 な」 もの として騙 られ る ことに収敏 して

いる と思 われ ます。

　 もち ろん洋の東西 を問わず、著名作家作 品の贋作 問題 とい う模倣行為 が これ ま

で に多々世 間 を賑 わせ て きま した。 そ してホ ピ作家 間での模倣 事例 で紹介 した よ

うに、一般 的 に芸術分野 において模写 ・模 刻 といった先 人の作品 を まね る行為 は、

過去 の技術 を後進が 習得 す るた めの有効 な行為 とみな されて い ます。 また、被破

壊性 や展 示 によ る不慮 の破 損や欠損 を考慮 し、博物館 な どが一般展示用 に代用 品

として用 いる レプ リカ も、オ リジナル作品 に対 す る 「模倣 品」 です。 さ らに芸術

分野 に はその他 に もマル ティプルやパス テ ィッシ ュな どの様 々な用 語が、 「模倣 」

行為 の文脈 に即 して使用 されて い ます8)。 繰 り返 しにな りますが、本 稿で紹介 し

て きた事例が それ ら 「模倣」行為 と異 な るのは、作家が属 す(成 員登録 した)特

定 の民族集 団名 を 「偽 称」す る偽装行為 が行 われ てい る点です。

　 ただ し、情 報 の グ ローバ ル化 や 文化 の異 種混 交性 は、必 ず しもホ ピの銀細 工

師 に悲観 的 な結果 だ け を もた らす わ けで はな いで しょ う。飛 び交 う情報 は、 辺

境の地 に暮 らす作家 に とって、新た な表現形 態 を もた らすアイデ アの源泉 にな る

か も知れ ませ ん。 また、作家 や ホピ ・トライ ブ政府 に とって、 よ り効果 的な模倣

品 ・偽装 品問題 の対策 は、類似 す る問題 を抱 える他 の民族集 団 との意見交流 や国

外市場 の動 向把握 な どに よって新 たな展 開 をみせ る可能性 を秘 めてい ます[伊 藤

2008]。 少数民族 や先住民族 の権利 の一・部が部分 的 に促進 されつつ あ る現代 にお

いて、先住 民 自身が グローバル に展開 す るアー トの諸種 の権 利 と市場管理 に関す

るイニシアチ ブを求 め、実践 に移 し、 自らも し くは研究者 な どとの協働 に よって

展開 させ てい く機 会が、今後 さらに増 えてい くと思われ ます。

8)

芸術分野における 「模倣」

行為の詳細な分類は[近

藤2001]を 参 照。
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